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Ⅰ．はじめに

　正期産児の母乳育児の継続には、子どもの要因だけではなく母親や環境要因が関連することが先行

研究で明らかである。しかし、NICUに入院した母子を対象とした先行研究は少なかった。NICUに入

院中の母親の発言や母子を取り巻く背景から母乳育児の継続に関わる要因を明らかにしたため報告す

る。

Ⅱ．研究方法

１．用語の定義：母乳育児とは人工乳を使用せず母乳のみの栄養法のこと。母乳の瓶授乳を含む。

２．対象：平成27年4月～平成29年3月にA病院NICUに入院した児と母親のうち、退院時に母乳育児

で入院期間が1～3ヶ月だった27組。院外出生、双胎、転院した児は除外した。

３．調査内容：対象の背景と入院中の母乳育児に関わる母親の発言について診療記録から情報を得

た。

４．分析方法：退院後1ヶ月母乳育児を継続した母子を母乳群、人工乳を使用した母子を非母乳群と

し、母乳育児の継続に関わると考えた背景や入院中の母親の言動を質的帰納的に比較検討した。

５．倫理的配慮：審査委員会で承認の得られた文章をホームページに掲載し情報公開を行うことで拒

否機会を保障した。全対象者をコード化した。所属施設の倫理審査委員会の承諾を得た。（承認番号

17093）利益相反はない。

Ⅲ．結果

１． 研究対象者の背景

　母乳群は15組、非母乳群は12組だった。対象者の背景は表1に示す。退院時の哺乳方法は、母乳群

は非母乳群と比較して哺乳瓶での追加量よりも直接授乳量の方が有意に多かった（p=0.0009）。ま

た、母乳群は非母乳群と比較して在胎週数が長い傾向にあった（p=0.086）。

２．母親の母乳育児に関する発言

　対象者の診療記録から母親の母乳育児に関わる発言を抽出し、23のサブカテゴリ（『 』）、16のカ

テゴリ（【 】）に分類した。（図1）
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Ⅳ．考察

　母親の背景は母乳育児の継続に明らかな影響はなかった。母乳群の方が平均在胎週数が長い傾向に

あり、有意差はないが母乳群の方が授乳開始日数が早かった。そのため、母乳群は非母乳群に比べて

【直接授乳できた喜び】を早い段階で得られ、『搾乳への意欲』など母乳育児の継続に前向きな気持

ちを保持でき、【母乳分泌量減少の実感と危惧】や【直接授乳への不安】を乗り越えることが出来た

と考える。以上より、早い段階での直接授乳の開始が母親の母乳育児への意欲に影響し、母乳育児の

継続に繋がったと考える。また、直接授乳ができない時期には母乳綿棒の実施や非栄養的吸啜を積極

的に行い、母親に母乳を与える喜びを感じてもらうことが必要であると考える。

　先行研究1)では、直接授乳を楽だと感じられたことが母乳育児の選択に影響していた。本研究でも、

母乳群は『直接授乳のほうが楽』という母親が多い。一方で非母乳群は【楽に授乳したい】という思

いから直接授乳ではなく瓶授乳を選択している。実際に退院時の哺乳方法に有意差があり、直接授乳

量が多い方が母乳育児を継続できていた。以上より、直接授乳の後に搾母乳を瓶授乳することは母親

にとって楽な育児ではなく、人工乳を追加するきっかけになったと考える。母乳育児継続のためには

直接授乳だけ、少なくとも瓶授乳よりも直接授乳の方が多く哺乳できる状態で退院することが望まし

いと考える。また、非母乳群では【母乳育児で苦労した経験】があり、母乳育児に対し前向きになれ

なかった可能性がある。母親は負担なく継続できる授乳方法を選択するため、直接授乳を楽だと感じ

てもらうことが重要だと考える。そのため、母親の成功体験につながるようにポジティブフィード

バックを行うことが必要である。

Ⅴ．結論

　母乳育児継続に関わる要因は、早い段階での直接授乳の開始、母親が直接授乳を楽だと感じるこ

と、瓶授乳よりも直接授乳で多く哺乳できる状態で退院することだった。
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